








2017 年 3 月に文部科学省が発表した「日本人の海外留学状況」によれば、2015 年
の海外への留学者数は 84,000 人（図 1）。近年、この数値は 2008 年時に 82,000 人超で
ピークを示した後、大幅な減少があり、その後の回復基調にあってもなかなか加速が
かからない現状に対する危機感から、2013 年 10 月より政府は資金援助を中心とした
留学者数拡大キャンペーンの導入を主導している。これによって、留学者の全体数は



















































































Brothers Big Sisters Movement（以下、BBBS 運動）に関する研究が大いに参考にな























0 歳から 1 歳までの乳児期に既に獲得されるべき要素としてとりあげられている「信


















































クトを始めたところである。日本財団は、大阪府箕面市が市内に住む 0 歳から 18 歳ま
での子ども約 25,000 人を対象に実施した調査 （2）の分析をおこない、相対的貧困の状態
にある子どもは自己肯定感、やりきる力などの非認知能力がそうでない状態の子ども
に比較して低く、これが 10 歳以降の学力に代表される認知能力の伸びに大きな差を生



































本稿では、筆者が 10 年間運営に携わったラボ高校留学プログラム （4）に参加した青
少年とその関係者に焦点をあてる。このプログラムは、応募時の年齢が中学 2 年生か
ら高校 2 年生、現地での留学生活を中学 3 年生から高校 3 年生のいずれかの年齢にな






































































2016 年 3 月～9 月に関東、関西、中国、九州のそれぞれの場所で、ラボ高校留学プ
ログラムを通じて子どもを留学に送り出した経験を持つ保護者 5 名と、テューターと
呼ばれる指導者の女性 4 名および内 1 名の指導者の配偶者の計 10 名を対象にしたイン
タビューを実施した。それぞれの対象者に対する個別インタビューの他、宮崎では、
テューター、テューターの配偶者、そのテューターが主宰するグループに子どもを 10






















































































2016 年 10 月 30 日から 11 月 4 日の期間に設けたサイトによるインターネット調査を
実施し、49 件の回答を得た。
回答者の条件：



































































たらしたと自覚している青少年が、回答者 43 人中、42 人（97.7％）にものぼっており、































































































ストフレンドがいる家庭に 4 週間ホームステイ、1 家庭に 1 人がホームステイの原則があ
る。交流に参加するためには、別に設定されたさまざまな準備活動を遅くともホームステ
イを経験する 2 年前から開始していなくてならず、留学プグラムの応募者の全員が中学 1
年生から高校 1 年生までの夏休みにこの 1 ヶ月ホームステイを経験しているほか、相互交
流で来日するホストフレンドを自分の家庭で 3 週間受入れをする場合も多い。
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